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vSAN ストレッチ クラスタでの vSphere IaaS 
制御プレーンの実行

『vSAN ストレッチ クラスタでの vSphere IaaS 制御プレーンの実行』では、vSAN ストレッチ クラスタに スー

パーバイザー をデプロイし、VMware Tanzu™ Kubernetes Grid™ クラスタで実行されているワークロードの

高可用性 (HA) を構成するための手順とベスト プラクティスについて説明します。

このガイドのベスト プラクティスと推奨設定は、『vSAN Stretched Cluster Guide』に記載されています。また、

『vSAN Stretched Cluster Guide』に記載されている手順と推奨事項に従って、環境に vSAN ストレッチ クラス

タをデプロイする必要があります。

vSAN ストレッチ クラスタで vSphere IaaS control plane を実行するには、まず vSAN ストレッチ クラスタ

をデプロイしてから、『vSAN ストレッチ クラスタでの vSphere IaaS 制御プレーンの実行』で推奨されるベスト 

プラクティスに従います。

対象読者

この情報は、vSAN ストレッチ クラスタに vSphere IaaS control plane をデプロイし、VMware Tanzu™ 
Kubernetes Grid™ および スーパーバイザー 仮想マシンの HA を構成する vSphere 管理者を対象としていま

す。vSphere 管理者には、次の経験が必要です。

n vSphere

n vSAN ストレッチ クラスタ

n vSphere DRS

n vSphere HA

n 仮想マシン ストレージ ポリシー

n vSphere IaaS control plane

n スーパーバイザー 上の VMware Tanzu™ Kubernetes Grid™

n Tanzu Kubernetes リリース

n NSX Advanced Load Balancer

n VMware NSX®

次のテクノロジーに関して中程度から高度な知識が必要です。

n Kubernetes
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vSAN ストレッチ クラスタでの 
vSphere IaaS control plane の実行
の概要

1
vSAN ストレッチ クラスタに スーパーバイザー をデプロイするための一般的なトポロジとガイドラインについて

説明します。vSAN ストレッチ クラスタを使用すると、拡張されたデータセンター環境全体で高可用性を備えた仮

想マシンを実行できます。vSphere 8 Update 3 リリース以降では、地理的に離れた、等しい数のホストを持つ単

一の vSAN ストレッチ クラスタで TKG ワークロードを実行することもできます。これにより、拡張されたデータ

センター環境全体で TKG ワークロードに高可用性を分散できます。

vSAN ストレッチ クラスタは、2 つのデータ サイトにまたがる vSAN クラスタで、可用性のレベルとサイト間の

ロード バランシングを高速化します。両方のサイトに同じ数の ESXi ホストがあり、同じ vSphere クラスタに含ま

れます。通常、vSAN ストレッチ クラスタの一部であるサイトは地理的に離れた場所であり、vSAN フォルト ドメ

インと呼ばれます。ほとんどの場合、vSAN ストレッチ クラスタはデータセンター間の距離が限定されている環境

（都市やキャンパスなど）に導入します。vSAN ストレッチ クラスタ構成では、両方のデータ サイトがアクティブに

なっています。サイト障害が発生した場合、ワークロードはアクティブなままのサイトで再起動されます。各 vSAN 
ストレッチ クラスタには、1 台の監視ノードも含まれており、2 つのサイト間のネットワーク接続が切断されて、デ

ータストア コンポーネントの可用性に関して決定を下す必要がある場合のタイブレーカとして機能します。

vSAN ストレッチ クラスタの詳細については、VMware vSAN のドキュメントと、『vSAN Stretched Cluster 
Guide』を参照してください。

アクティブ/アクティブ モードの既存の vSAN ストレッチ クラスタに スーパーバイザー をデプロイできます。ス

ーパーバイザー が vSAN ストレッチ クラスタにデプロイされ、スーパーバイザー ワークロードに HA を提供する

ための設定が適用されている場合、この構成はデプロイモードと呼ばれます。

vSAN ストレッチ クラスタでサポートされている スーパーバイザー デプロイは単一ゾーンの スーパーバイザー 

で、基盤となる vSphere クラスタは vSAN ストレッチ クラスタです。

注：   vSphere 8 Update 3 リリース以降の vSAN ストレッチ クラスタで実行されている スーパーバイザー に
は、グリーンフィールド デプロイのみを使用できます。この場合のグリーンフィールド デプロイは、vSAN ストレ

ッチ クラスタに新規にデプロイされた スーパーバイザー を意味します。スーパーバイザー が別のストレージ ソリ

ューションまたは拡張されていない vSAN クラスタにすでにデプロイされている場合、vSAN ストレッチ クラスタ

で実行するように スーパーバイザー を変換することはできません。

vSAN ストレッチ クラスタをデプロイするには、『vSAN Stretched Cluster Guide』および VMware vSAN 
ドキュメントの推奨事項と手順に従います。vSAN ストレッチ クラスタで実行されている スーパーバイザー を有

効にして構成するには、現在のガイドの手順に従います。この方法では、次のことを確認できます。

n 単一ホストで障害が発生しても、すべての スーパーバイザー 制御プレーン仮想マシンと Tanzu Kubernetes 
Grid クラスタ ワーカー ノードおよび制御プレーン ノードが停止することはありません。
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n 単一サイトの障害または隔離により、すべての スーパーバイザー ワークロードを完全にリカバリし、まだ機能

しているサイトで実行状態に戻すことができます。vSAN ストレッチ クラスタ サイトの 1 つで障害が発生し

た場合、または他のサイトと監視サイトからネットワーク隔離された場合でも、スーパーバイザー ワークロード

をリカバリして、監視ノードに接続している引き続き機能しているもう一方のサイトで実行状態に戻すことがで

きます。これには、すべての スーパーバイザー 制御プレーン仮想マシン、Tanzu Kubernetes Grid クラスタ

制御プレーンとワーカー ノード、および Tanzu Kubernetes Grid クラスタ内のすべてのポッドが含まれま

す。

n vSAN ネットワークを介して 2 つのサイト間のサイト間リンクを停止すると、すべてのワークロード、スーパ

ーバイザー 制御プレーン仮想マシン、Tanzu Kubernetes Grid ワーカー ノードと制御プレーン ノードをリ

カバリして実行状態に戻すことができます。

n すべての スーパーバイザー ワークロードは、単一ホストの障害、サイト全体の障害または隔離、サイト間リン

ク障害などの障害イベントの前にアクセスしていたパーシステント ボリュームの要求 (PVC) にアクセスでき

ます。

n 障害イベントの後も、スーパーバイザー の外部からすべての スーパーバイザー および Tanzu Kubernetes 
Grid ロード バランサ サービスに引き続きアクセスできます。

次のデプロイ例では、vSAN ストレッチ クラスタがアクティブ/アクティブ トポロジで実行されています。スーパー

バイザー は、それぞれアクティブ/アクティブ デプロイ モードで構成されます。スーパーバイザー ノードと Tanzu 
Kubernetes Grid クラスタ制御プレーン ノードは共存配置されます。Tanzu Kubernetes Grid クラスタのワー

カー ノードは、2 つのサイト間で分散されます。スーパーバイザー および Tanzu Kubernetes Grid クラスタ仮想

マシンの場所は、サイトアフィニティ ルールを使用して決定されます。監視ホストは、vSAN ストレッチ クラスタ

の外部にデプロイされます。

vSAN ストレッチ クラスタでの vSphere Iaas 制御プレーンの実行
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vSphere クラスタ

vSAN フォルト ドメイン 1
（vSphere サイト 1）

vSAN フォルト ドメイン 2
（vSphere サイト 2）

スーパーバイザー

制御プレーン

VM 1

バイザー
スーパー

制御プレーン

VM 1

バイザー
スーパー

制御プレーン

VM 1

バイザー
スーパー

制御プレーン

VM 1

TKG -1
制御プレーン

VM 2

TKG - 1
制御プレーン

VM 3

TKG - 1

ワーカー

VM 4

TKG - 1
ワーカー

VM 5

TKG - 1
ワーカー

VM 6

TKG - 1

ワーカー

VM 1

TKG - 1
ワーカー

VM 2

TKG - 1
ワーカー

VM 3

TKG - 1

制御プレーン

VM 1

TKG -2
制御プレーン

VM 2

TKG - 2
制御プレーン

VM 3

TKG - 2

ワーカー

VM 4

TKG - 2
ワーカー

VM 5

TKG - 2
ワーカー

VM 6

TKG - 2
ワーカー

VM 1

TKG - 2
ワーカー

VM 2

TKG - 2
ワーカー

VM 3

TKG - 2

監視ノード（vSAN ストレッチ クラスタの外部）

ESXi ホスト ESXi ホスト ESXi ホスト ESXi ホスト ESXi ホスト ESXi ホスト

次のトピックを参照してください。

n vSAN ストレッチ クラスタで スーパーバイザー を有効にして構成するためのワークフロー

n vSAN ストレッチ クラスタで vSphere IaaS control plane を実行するための要件

n vSAN ストレッチ クラスタでの vSphere IaaS control plane でサポートされるデプロイ モード

vSAN ストレッチ クラスタで スーパーバイザー を有効にして構成す

るためのワークフロー

vSAN ストレッチ クラスタで スーパーバイザー を有効にし、Tanzu Kubernetes Grid クラスタのワークロード

に対して HA を構成するためのワークフローを確認します。

スーパーバイザー のネットワーク構成の詳細については、「vSphere IaaS 制御プレーンのネットワーク」を参照し

てください。

vSAN ストレッチ クラスタでの vSphere Iaas 制御プレーンの実行
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vSAN ストレッチ クラスタの構成

スーパーバイザーの有効化

スーパーバイザーの有効化と

vSAN ストレッチクラスタの構成を開始

スーパーバイザー用 vSphere HA の構成 

vSAN ストレッチ クラスタ

VDS と NSX を使用したネットワークの構成

Advanced Load Balancer または NSX

DRS 仮想マシンおよびホスト グループと

ルールの作成スーパーバイザー制御

プレーン仮想マシンの関連付け

ルールの作成 TKG ワーカー仮想マシンと

制御プレーン仮想マシンの関連付け

スーパーバイザーの有効化と

vSAN ストレッチクラスタの構成を終了

ストレージ ポリシーの編集

vSAN ストレッチ クラスタ ストレージ 

ポリシーの作成 vSAN のデフォルト 

DRS 仮想マシンおよびホスト グループと

vSAN ストレッチ クラスタでの vSphere Iaas 制御プレーンの実行
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vSAN ストレッチ クラスタで vSphere IaaS control plane を実行

するための要件

vSAN ストレッチ クラスタに スーパーバイザー をデプロイし、Tanzu Kubernetes Grid クラスタのワークロー

ドに HA を提供するために、vSphere 環境が満たす必要がある要件を確認します。

表 1-1. コンピューティング要件

コンポーネント 最小値 説明

ESXi vSphere 8 Update 3 サイトあたり 4 台のホスト サイトごとに使用できるホストの最小量

（vSAN フォルト ドメイン）。

vCenter Server vSphere 8 Update 3 1 vSAN ストレッチ クラスタを管理する 

vCenter Server システム。

表 1-2. ネットワーク要件

コンポーネント 最小値 説明

NSX Advanced Load Balancer 1 つのデプロイ HA 用にデプロイされた NSX Advanced 
Load Balancer。ガイドラインについては、

アクティブ/アクティブ デプロイ モードでの 

vSphere IaaS control plane のネットワ

ークの構成を参照してください。

VMware NSX 4.x 1 つのデプロイ デプロイされた VMware NSX。ガイドライ

ンについては、「アクティブ/アクティブ デプロ

イ モードでの vSphere IaaS control 
plane のネットワークの構成」を参照してくだ

さい

表 1-3. ストレージ要件

コンポーネント 最小値 説明

vSAN ストレッチ クラスタの vSphere 8 
Update 3

1 vSAN ストレッチ クラスタ。vSAN ストレ

ッチ クラスタのデプロイの詳細については、

『 vSAN Stretched Cluster Guide』の推奨

事項に従ってください。

vSAN ストレッチ クラスタでの vSphere Iaas 制御プレーンの実行
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表 1-4. スーパーバイザーの要件

コンポーネント 最小値 説明

スーパーバイザー 1 単一ゾーン スーパーバイザー グリーンフィー

ルド デプロイ。この場合のグリーンフィール

ド デプロイは、vSAN ストレッチ クラスタに

新規にデプロイされた スーパーバイザー を意

味します。スーパーバイザー がすでに別のス

トレージ ソリューションまたは拡張されてい

ない vSAN クラスタにデプロイされている場

合、vSAN ストレッチ クラスタへの移行はサ

ポートされません。

スーパーバイザー Kubernetes バージョン vSphere 8 用バージョン 1.26 スーパーバイザー は、サポートされている 

Kubernetes バージョンを実行する必要があ

ります。

Tanzu Kubernetes リリース vSphere 8 用バージョン 1.26 Tanzu Kubernetes Grid クラスタは、

Tanzu Kubernetes Grid サービス バージ

ョンと互換性のあるサポート対象の 

Kubernetes バージョンを実行する必要があ

ります。

Tanzu Kubernetes Grid バージョン 3.x vSphere 8 Update 3 でサポートされる 

Tanzu Kubernetes Grid バージョン。

vSAN ストレッチ クラスタでの vSphere IaaS control plane でサ

ポートされるデプロイ モード

アクティブ/アクティブ デプロイ モードの vSAN ストレッチ クラスタ トポロジで vSphere IaaS control plane 
を実行するための vSphere ホストと仮想マシン構成の概念については、このセクションを参照してください。

vSphere IaaS control plane コンポーネントは、vSAN ストレッチ クラスタ トポロジでアクティブ/アクティブ 

デプロイ モード デプロイ モードで操作できます。仮想マシン グループ、ホスト グループ、および仮想マシン/ホス

ト ルールの詳細については、vSphere ドキュメントの vSphere リソース管理のドキュメントを参照してくださ

い。

アクティブ/アクティブ デプロイ モード

アクティブ/アクティブ デプロイ モードでは、vSphere ホスト グループ、仮想マシン グループ、および仮想マシン

とホスト間のアフィニティ ルールを使用して、スーパーバイザー と TKG クラスタ ノードの仮想マシンを 2 つの 

vSAN ストレッチ クラスタ サイト間で分散します。両方のサイトがアクティブであるため、グループ分けとバラン

シングが考慮されている限り、どちらのサイトにも仮想マシンを配置できます。

次の情報は、アクティブ/アクティブ デプロイのグループとルール構成の概要を示します。詳細な手順については、

2 章 vSAN ストレッチ クラスタ上の vSphere IaaS control plane のアクティブ/アクティブ構成を参照してく

ださい。

ホスト グループ

アクティブ/アクティブ デプロイでは、サイトごとに 1 つずつ、2 つのホスト グループを作成します。参加して

いる ESXi ホストを各ホスト グループに追加します。

vSAN ストレッチ クラスタでの vSphere Iaas 制御プレーンの実行
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手順については、サイト 1 とサイト 2 のホスト グループの作成を参照してください。

スーパーバイザー 制御プレーン仮想マシン

スーパーバイザー 制御プレーン ノードの仮想マシンはグループ化する必要があります。仮想マシンとホスト間

のアフィニティ ルールを使用して、スーパーバイザー 制御プレーン仮想マシン グループをサイト 1 またはサイ

ト 2 のホスト グループのいずれかにバインドします。

手順については、「スーパーバイザー 制御プレーン仮想マシンの仮想マシン グループの作成」と「スーパーバイ

ザー 制御プレーン仮想マシンの仮想マシンとホスト間のルールの作成」を参照してください。

TKG サービス クラスタ制御プレーン仮想マシン

TKG サービス クラスタ制御プレーン仮想マシンはグループ化する必要があります。クラスタごとに、仮想マシ

ンとホスト間のアフィニティ ルールを使用して、仮想マシン グループをサイト 1 またはサイト 2 のホスト グル

ープのいずれかにバインドします。クラスタが複数ある場合は、クラスタ制御プレーンごとに仮想マシン グルー

プを作成し、各仮想マシン グループをバランスのとれた方法でサイト ホスト グループにバインドします。

手順については、「TKG サービス クラスタ制御プレーン仮想マシンの仮想マシン グループの作成」と「TKG サ
ービス クラスタ制御プレーン仮想マシンの仮想マシンとホスト間のルールの作成」を参照してください。

TKG サービス ワーカー ノード仮想マシン

TKG サービス クラスタ ワーカー ノード仮想マシンは、2 つのサイトに分散する必要があります。推奨される

方法は、2 つのワーカー ノード仮想マシン グループを作成し、仮想マシンとホスト間のアフィニティ ルールを

使用して、各仮想マシン グループをサイトのホスト グループの 1 つにバインドすることです。ラウンド ロビン

方式を使用してワーカー ノード仮想マシンを各ワーカー仮想マシン グループに追加し、ワーカー ノードがバラ

ンスのとれた方法で 2 つのサイトに分散されるようにします。同じノード プール内のワーカー ノードが 2 つ
のサイトに分散されていることを確認します。

手順については、「TKG サービス クラスタ ワーカー仮想マシンの仮想マシン グループの作成」と「TKG サー

ビス クラスタ ワーカー仮想マシンの仮想マシンとホスト間のルールの作成」を参照してください。

アクティブ/アクティブ デプロイの例

次のデプロイ例について考えてみましょう。

n 6 台の ESXi ホストを持つ vSAN ストレッチ クラスタ

n スーパーバイザー は単一の vSphere ゾーンにデプロイされます

n TKG クラスタ 1 は、3 つの制御プレーン ノード、1 つのワーカー ノード プール、および 3 つのワーカー ノー

ドでプロビジョニングされます

n TKG クラスタ 2 は、3 つの制御プレーン ノード、1 つのワーカー ノード プール、および 2 つのワーカー ノー

ドでプロビジョニングされます

n TKG クラスタ 3 は 3 台の制御プレーン ノードと 2 つのワーカー ノード プールでプロビジョニングされます。

プール 1 には 3 台のワーカー ノードがあり、プール 2 には 4 台のワーカー ノードがあります

次の表に、このデプロイ用に構成できるホスト グループ、仮想マシン グループ、および仮想マシンとホスト間のア

フィニティ ルールについて説明します。
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表 1-5. アクティブ/アクティブ デプロイの例

サイト 1 サイト 2

3 台の ESXi ホストを含むホスト グループ 1 3 台の ESXi ホストを含むホスト グループ 2

n 3 台の仮想マシンを含むスーパーバイザー CP 仮想マシン グルー

プ

n 仮想マシンとホスト間のアフィニティ ルールは、サイト 1 のホスト 

グループにバインドする必要があります

n 3 台の仮想マシンを持つ TKG クラスタ 1 CP 仮想マシン グルー

プ

n 仮想マシンとホスト間のアフィニティ ルールは、サイト 2 のホス

ト グループにバインドする必要があります

n 3 台の仮想マシンを含む TKG クラスタ 2 CP 仮想マシン グルー

プ

n 仮想マシンとホスト間のアフィニティ ルールは、サイト 1 のホスト 

グループにバインドする必要があります

n 3 台の仮想マシンを含む TKG クラスタ 3 CP 仮想マシン グルー

プ

n 仮想マシンとホスト間のアフィニティ ルールは、サイト 2 のホス

ト グループにバインドする必要があります

n ワーカー ノード仮想マシンが 6 台のワーカー 1 仮想マシン グル

ープ︰
n クラスタ 1 から 2

n クラスタ 2 から 1

n クラスタ 3 プール 1 から 1

n クラスタ 3 プール 2 から 2

n 仮想マシンとホスト間のアフィニティ ルールは、サイト 1 のホスト 

グループにバインドする必要があります

n ワーカー ノード仮想マシンが 6 台のワーカー 2 仮想マシン グル

ープ︰
n クラスタ 1 から 1

n クラスタ 2 から 1

n クラスタ 3 プール 1 から 2

n クラスタ 3 プール 2 から 2

n 仮想マシンとホスト間のアフィニティ ルールは、サイト 2 のホス

ト グループにバインドする必要があります

vSphere IaaS control plane コンポーネントのデフォルトのホスト アフィニ
ティ ルール

vSphere IaaS control plane には、ソリューションの主要なアーキテクチャの側面を適用する、デフォルトのホ

スト アフィニティ ルールと非アフィニティ ルールが含まれています。これらのルールは変更できませんが、vSAN 
ストレッチ クラスタで実行するように vSphere IaaS control plane を構成する前に、これらのルールを理解して

おくことが重要です。

スーパーバイザー 制御プレーン仮想マシン

スーパーバイザー 制御プレーン仮想マシンは相互に非アフィニティ関係にあり、別々の ESXi ホストに配置され

ます。システムは、ESXi ホストごとに 1 台の スーパーバイザー 制御プレーン仮想マシンを許可するため、3 台
以上の ESXi ホストが必要です。アップグレードには 4 台が推奨されます。

ホストの可用性が制限されている場合、vCenter Server のアップグレード中に、スーパーバイザー 制御プレ

ーン仮想マシンが同じ ESXi ホストに移行されることがあります。スーパーバイザー のアップグレード中に、使

用可能な ESXi ホストで 4 台目の スーパーバイザー 制御プレーン仮想マシンが作成され、起動されます。

TKG サービス クラスタ制御プレーン ノード仮想マシン

TKG サービス クラスタ制御プレーン仮想マシンは相互に非アフィニティ関係にあり、別々の ESXi ホストに配

置されます。

TKG サービス クラスタ ワーカー ノード仮想マシン
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TKG サービス クラスタ ワーカー ノード仮想マシンには非アフィニティ ルールがありません。そのため、

vSAN ストレッチ クラスタ トポロジにクラスタをデプロイする場合は、これらのルールを手動で作成する必要

があります。

vSphere IaaS control plane コンポーネントの更新時にカスタム仮想マシン 
グループとルールが削除される

vCenter Server または スーパーバイザー の更新時に、制御プレーン仮想マシン グループと仮想マシンとホスト間

のアフィニティ ルールが削除されます。更新が完了したら、グループとルールを手動で再作成する必要があります。

TKG サービス クラスタの更新時に、制御プレーンおよびワーカー ノード用に作成した仮想マシン グループと仮想

マシンとホスト間のアフィニティ ルールが削除されます。更新が完了したら、グループとルールを手動で再作成する

必要があります。クラスタのローリング アップデートは、手動でまたはシステムによって自動的に開始できます。

「スーパーバイザー上の TKG クラスタのローリング アップデート モデルについて」を参照してください。

システムの更新後にグループとルールを再作成しない場合、vSAN ストレッチ クラスタ トポロジ内での vSphere 
IaaS control plane の動作は定義されず、サポートされません。
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vSAN ストレッチ クラスタ上の 
vSphere IaaS control plane のアク
ティブ/アクティブ構成

2
vSphere IaaS control plane 環境を、アクティブ/アクティブ デプロイ モードで vSAN ストレッチ クラスタ上

で実行するように設定する方法について説明します。

次のトピックを参照してください。

n vSAN ストレッチ クラスタでの vSphere IaaS control plane のストレージ ポリシーの構成

n vSAN ストレッチ クラスタで実行されている スーパーバイザー の vSphere HA の構成

n vSphere ホスト/仮想マシン グループおよびアクティブ/アクティブ デプロイ モードのルールの構成

n アクティブ/アクティブ デプロイ モードでの vSphere IaaS control plane のネットワークの構成

n vSAN ストレッチ クラスタでの vSphere IaaS control plane 用 vSAN ファイル サービスの構成

vSAN ストレッチ クラスタでの vSphere IaaS control plane のス

トレージ ポリシーの構成

vSAN ストレッチ クラスタで vSphere IaaS control plane を実行する場合は、vSAN ストレッチ クラスタの要

件に準拠したストレージ ポリシーを作成する必要があります。また、vSAN ストレッチ クラスタの要件に準拠する

ように、環境内に存在する vSAN のデフォルト ストレージ ポリシーも編集する必要があります。

スーパーバイザー をデプロイする前に、vSAN ストレッチ クラスタ ストレージ ポリシーを作成します。デプロイ

中、このポリシーは、スーパーバイザー 制御プレーン仮想マシンのストレージ配置に使用され、複数の場所で仮想マ

シンを保護する必要があります。

vSAN ストレッチ クラスタ ポリシーを作成したら、そのポリシーを vSphere 名前空間 に割り当てます。この 

vSAN ストレッチ クラスタ ポリシーに関連付けられているストレージ クラスを使用して、TKG クラスタ、パーシ

ステント ボリューム、および vSphere 名前空間 内のその他のストレージ オブジェクトをデプロイします。

注：   スーパーバイザー ワークロードのストレージ ポリシーを作成することに加えて、vSAN デフォルト ストレー

ジ ポリシーを編集し、vSAN ストレッチ クラスタの要件に準拠した同じ設定を使用する必要があります。vSAN デ
フォルト ストレージ ポリシーは、TKG 仮想マシンのデプロイに使用されるコンテンツ ライブラリ オブジェクトに

適用されます。
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vSphere IaaS control plane の vSAN ストレッチ クラスタ ストレージ ポリ
シーの作成

vSphere IaaS control plane のストレージ ポリシーを作成する場合は、vSAN ストレッチ クラスタに適用され

る次の設定を指定してください。

手順

1 [ポリシー構造] ページで、[「vSAN」ストレージでルールを有効化] を選択します。
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2 [vSAN] ページで、[可用性] をクリックし、以下のパラメータを設定します。

a [サイトの耐障害性] を指定します。

この設定で、サイトの障害を処理するためにストレッチ クラスタで使用されるデータの冗長化方法を定義し

ます。

推奨されるオプションは [サイト ミラーリング - ストレッチ クラスタ] です。

このオプションを使用すると、vSAN データを、vSAN ストレッチ クラスタの 2 つのサイト間でミラーリ

ングまたは複製できます。このパラメータを設定すると、vSAN ストレッチ クラスタは 1 回のサイト障害

を許容できます。サイトに障害が発生した場合でも、データには引き続きアクセスできます。

b [許容される障害の数] を指定します。

ストレッチ クラスタの場合、この設定は、ストレージ オブジェクトが各サイト内で許容できるディスクま

たはホスト障害の数を定義します。

パフォーマンス（ミラーリング）またはキャパシティ（イレージャ コーディング）のいずれかに最適化され

た RAID 構成を選択できます。

vSAN ESA では、RAID-1 ミラーリングと同じパフォーマンスを提供するため、イレージャ コードを使用

することをお勧めします。
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表 2-1. RAID 構成、FTT、およびホストの要件

RAID 構成 許容する障害の数 (FTT) 必要な最小ホスト数

RAID-1（ミラーリング） 1 2

RAID-5（イレージャ コーディング） 1 4

RAID-1（ミラーリング） 2 5

RAID-6（イレージャ コーディング） 2 6

RAID-1（ミラーリング） 3 7

3 [詳細なポリシー ルール] タブをクリックし、[強制プロビジョニング] を有効にします。

このオプションを有効にすると、サイトの耐障害性など、ストレージ ポリシーによって定義された他のルールを

データストアが満たすことができない場合でも、vSAN オブジェクトがプロビジョニングされます。このパラメ

ータは、標準のプロビジョニングが行えなくなった停止時に使用します。

次のステップ

vSAN ストレッチ クラスタ ポリシーを作成したら、そのポリシーを vSphere 名前空間 に割り当てます。この 

vSAN ストレッチ クラスタ ポリシーに関連付けられているストレージ クラスを使用して、TKG クラスタ、パーシ

ステント ボリューム、および vSphere 名前空間 内のその他のストレージ オブジェクトをデプロイします。
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vSAN ストレッチ クラスタで実行されている スーパーバイザー の 

vSphere HA の構成

vSAN ストレッチ クラスタで実行されている スーパーバイザー の vSphere HA を構成して、ワークロードに HA 
を提供する方法について説明します。

前提条件

n vSAN ストレッチ クラスタを有効にして構成します。

n vSAN ストレッチ クラスタとして構成された vSphere クラスタで スーパーバイザー を有効にします。

手順

1 vSAN ストレッチ クラスタに スーパーバイザー がデプロイされている vSphere クラスタを見つけます。

2 [構成] を選択し、[vSphere の可用性] を選択します。

3 オンになった [ vSphere HA] の横にある [編集] をクリックします。

4 [障害と応答] の設定を構成します。

オプション 値 説明

[ホストの監視] [オン] ネットワーク ハートビートを使用して、クラ

スタに参加しているホストのステータスと、

クラスタとは別のホストで仮想マシンを再起

動するなどの対策が必要かどうかを判断しま

す

[ホスト隔離への対応] [仮想マシンをパワーオフして再起動] 隔離されたホスト（クラスタ内の他のホスト

と通信できず、隔離時の対応 IP アドレスに

到達できないホスト）上の仮想マシンに対す

る動作を決定します。隔離されたホストでク

リーン シャットダウンが実行できず、vSAN 
データストアへのアクセスとディスクへの書

き込み機能が失われるため、この設定は [パ
ワーオフして再起動] するように構成しま

す。

5 [アドミッション コントロール] を構成します。

通常、vSAN ストレッチ クラスタ内のコンピューティング キャパシティは、クラスタ内の 2 つのサイト間で均

等に分割されます。サイト全体が停止したときに、サイト 1 のすべての仮想マシンをサイト 2 で再起動できるよ

うにする必要があります。これを実現するには、フェイルオーバー用にクラスタ キャパシティの 50% を予約

し、サイト障害時にすべての仮想マシンを再起動できるようにします。

a [ホストのフェイルオーバー キャパシティの定義基準] を [クラスタ リソースの割合 (%)] に設定します。

b [計算されたフェイルオーバー キャパシティのオーバーライド] を有効にし、CPU とメモリの予約をそれぞ

れ 50% に設定します。

この設定を使用すると、vSphere HA により、クラスタの合計 CPU リソースとメモリ リソースの 50% がフ

ェイルオーバー用に予約されます。

vSAN ストレッチ クラスタでの vSphere Iaas 制御プレーンの実行

VMware by Broadcom 18



6 [データストア ハートビート] を構成します。

vSphere HA は、ネットワーク ハートビートに加えて、クラスタ内のホストの状態を判断するためのデータス

トア ハートビートを提供します。ただし、vSAN データストアはハートビートに使用できないため、vSAN デ
ータストアでこの機能を無効にする必要があります。

注：   追加のデータストア（vSAN 以外）が使用可能で、vSAN ネットワークに依存しない代替ネットワーク 

パスからアクセスできる場合は、ハートビート データストアの使用が完全にサポートされます。

vSAN データストアにデータストア ハートビートを使用しない場合は、[指定したリストからのデータストアの

みを使用する] を選択し、vSAN データストアが選択されていないことを確認します。必要なハートビート デー

タストアよりも少ないというアラートが引き続き表示されます。このアラームを無効にするには、

das.ignoreInsufficientHbDatastore = true を構成します。
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7 隔離時の対応のアドレスを構成します。

vSAN クラスタで vSphere HA が有効になっている場合、HA はネットワーク ハートビートを使用して ESXi 
ホストの状態を検証します。

vSAN 環境では、vSphere HA は通信に vSAN トラフィック ネットワークを使用します。これは、vSphere 
HA が通信に管理ネットワークを使用する従来の vSphere 環境とは異なります。ただし、vSAN 環境でも、

vSphere HA は隔離時の検出対応に管理ネットワークのデフォルト ゲートウェイを引き続き使用します。こ

のため、HA が vSAN ネットワーク障害に対応し、ホスト隔離時の対応をトリガできるように、vSAN ネット

ワークに存在する隔離時の対応 IP アドレスを構成する必要があります。

隔離時の対応アドレスを 2 つ追加して指定することをお勧めします。これらはそれぞれ、1 つはサイト 1 に存在

し、もう 1 つはサイト 2 に存在するサイト固有のアドレスにする必要があります。これにより、サイト間のネッ

トワーク障害が発生した場合でも、vSphere HA がホストの隔離を検証できるようになります。追加の隔離時

の対応アドレスには、次の設定を使用します。

n das.isolationaddress0。この値を、サイト 1 にある vSAN ネットワークの IP アドレスに設定します。

n das.isolationaddress1。この値を、サイト 2 に存在する vSAN ネットワーク上の IP アドレスに設定

します。
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n das.usedefaultisolationaddress。false に設定します。

8 設定を保存します。

9 個々の仮想マシンの HA 再起動の優先順位を構成します。

ホストまたはサイトで障害が発生した場合、リソースが不足して、vSAN クラスタ内のすべての仮想マシンを再

起動できない可能性があります。このため、スーパーバイザー 制御プレーン仮想マシンなど、重要度の高い特定

の仮想マシンが最初に再起動されるようにする必要があります。これを行うには、vSphere HA の再起動の優

先順位を、次のように個々の仮想マシンに構成します。

n 最高 - スーパーバイザー 制御プレーン仮想マシン、NSX Edge 仮想マシン、および NSX Advanced 

Load Balancer サービス エンジン仮想マシン。

n 高 - すべての TKG クラスタ制御プレーン仮想マシン。

n 中 - すべての TKG クラスタ ワーカー仮想マシン。

a スーパーバイザー が有効になっているクラスタで、[構成] - [仮想マシンのオーバーライド] の順に移動しま

す。

b すべての スーパーバイザー 制御プレーン仮想マシンなど、リストから仮想マシンを選択し、[次へ] をクリ

ックします。
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c [vSphere HA] で、[仮想マシン再起動の優先順位] の横にある [オーバーライド] を選択し、優先順位レベ

ル（[最高] など）を選択します。

d 上記のすべての仮想マシンに再起動の優先順位を設定するまで、この手順を繰り返します。

次のステップ

vSphere DRS 仮想マシンおよびホスト グループとルールを構成して、スーパーバイザー 制御プレーン仮想マシン、

TKG クラスタ制御プレーン、ワーカー ノードを調整します。

vSphere ホスト/仮想マシン グループおよびアクティブ/アクティブ 

デプロイ モードのルールの構成

このセクションでは、スーパーバイザー 制御プレーン仮想マシンおよび TKG クラスタ制御プレーンおよびワーカー 

ノード仮想マシンのアクティブ/アクティブ デプロイ モードに対して vSphere ホスト/仮想マシン グループおよび

ルールを構成する手順について説明します。

サイト 1 とサイト 2 のホスト グループの作成

vSAN ストレッチ クラスタ内の各サイトにホスト グループを作成します。各ホスト グループには、vSAN ストレ

ッチ クラスタの一部である一連の ESXi ホストが含まれています。

vSAN ストレッチ クラスタ内の各サイトには、専用の ESXi ホストのセットを持つ独自のホスト グループが必要で

す。
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前提条件

前提条件の詳細については、以下のトピックを参照してください。

n vSAN ストレッチ クラスタで スーパーバイザー を有効にして構成するためのワークフロー

n vSAN ストレッチ クラスタで vSphere IaaS control plane を実行するための要件

手順

1 vCenter Server で、スーパーバイザー が有効になっている vSphere クラスタ オブジェクトを選択します。

2 [構成] - [構成] - [仮想マシン/ホスト グループ] - [追加] の順に選択します。

3 最初のホスト グループを構成します。

a [名前]︰ホスト グループの名前を site1-HostGroup のように入力します

b [タイプ]︰メニューから [ホスト グループ] を選択します

c メンバー︰[追加] をクリックし、サイト 1 を構成する各 ESXi ホストを選択します

d [OK] をクリックして、グループにホストを追加します

4 2 番目のホスト グループに対してこのプロセスを繰り返します。

a 名前：site2-HostGroup

b タイプ：[ホスト グループ]

c メンバー︰サイト 2 を構成する各 ESXi ホスト

次のステップ

スーパーバイザー 制御プレーン仮想マシンの仮想マシン グループの作成。

スーパーバイザー 制御プレーン仮想マシンの仮想マシン グループの作成

このタスクを完了して、スーパーバイザー 制御プレーン ノード仮想マシンの仮想マシン グループを作成します。

3 台の スーパーバイザー 制御プレーン ノード仮想マシンをグループ化する必要があります。

前提条件

前提条件となる次のタスクを完了します。

n サイト 1 とサイト 2 のホスト グループの作成

手順

1 vCenter Server で、スーパーバイザー が有効になっている vSphere クラスタ オブジェクトを選択します。

2 [構成] - [構成] - [仮想マシン/ホスト グループ] - [追加] の順に選択します。

3 スーパーバイザー 仮想マシン グループを構成します。

a [名前]︰仮想マシン グループの名前を svcp-VmGroup のように入力します

b [タイプ]︰メニューから [仮想マシン グループ] を選択します
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c [メンバー]︰[追加] をクリックし、各 スーパーバイザー 制御プレーン ノード仮想マシンを選択します

d [OK] をクリックして、グループに仮想マシンを追加します

注：   インターフェイスには、最大 15 台の仮想マシンがアルファベット順に表示されます。スーパーバイ

ザー 仮想マシンが表示されない場合は、フィルタ検索フィールドに Super と入力します。

次のステップ

スーパーバイザー 制御プレーン仮想マシンの仮想マシンとホスト間のルールの作成。

スーパーバイザー 制御プレーン仮想マシンの仮想マシンとホスト間のルールの
作成

このタスクを完了して、スーパーバイザー 制御プレーン ノード仮想マシンの仮想マシンとホスト間のルールを作成

します。

3 台の スーパーバイザー 制御プレーン ノード仮想マシンを同じサイトにグループ化する必要があります。仮想マシ

ンとホスト間のルールを使用して、スーパーバイザー 仮想マシン グループをいずれかのサイトにバインドします。

両方のサイトがアクティブであるため、グループをホストするのはどちらのサイトでも問題ありません。

前提条件

前提条件となる次のタスクを完了します。

n サイト 1 とサイト 2 のホスト グループの作成

n スーパーバイザー 制御プレーン仮想マシンの仮想マシン グループの作成

手順

1 vCenter Server で、スーパーバイザー が有効になっている vSphere クラスタ オブジェクトを選択します。

2 [構成] - [構成] - [仮想マシン/ホスト ルール] - [追加] の順に選択します。

3 仮想マシンとホスト間を構成します。

a [名前]︰仮想マシンとホスト間のルールの名前を svcp-VmHostRule のように入力します

b [ルールの有効化]︰はい（オン）

c [タイプ]︰メニューから [仮想マシンからホストへ] を選択します

d [仮想マシン グループ]︰スーパーバイザー 仮想マシン グループ（svcp-VmGroup など）を選択し、[グル

ープ内のホスト上で実行します] を選択します

e [ホスト グループ]︰site1-HostGroup などのホスト グループのいずれかを選択します

f [OK] をクリックします。

次のステップ

TKG サービス クラスタ制御プレーン仮想マシンの仮想マシン グループの作成。
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TKG サービス クラスタ制御プレーン仮想マシンの仮想マシン グループの作成

このタスクを完了して、各 TKG サービス クラスタの制御プレーン仮想マシンの仮想マシン グループを作成します。

TKG サービス クラスタごとに、制御プレーン ノード仮想マシンで構成される仮想マシン グループを作成します。

クラスタに単一の制御プレーン ノードがある場合も、それをグループに追加してサイトにバインドできるようにする

必要があります。これは、ワークフローの次のタスクです。

注：   vSAN ストレッチ クラスタ トポロジでプロビジョニングする各 TKG サービス クラスタについて、この手順

を繰り返します。

前提条件

前提条件となる次のタスクを完了します。

n サイト 1 とサイト 2 のホスト グループの作成

n スーパーバイザー 制御プレーン仮想マシンの仮想マシン グループの作成

n スーパーバイザー 制御プレーン仮想マシンの仮想マシンとホスト間のルールの作成

また、このタスクでは、TKG サービス クラスタがプロビジョニングされていることを前提としています。

手順

1 vCenter Server で、スーパーバイザー が有効になっている vSphere クラスタ オブジェクトを選択します。

2 [構成] - [構成] - [仮想マシン/ホスト グループ] - [追加] の順に選択します。

3 TKG クラスタ制御プレーン仮想マシンの仮想マシン グループを構成します。

a [名前]︰仮想マシン グループの名前を tkgs-cluster1-cp-VmGroup のように入力します

b [タイプ]︰メニューから [仮想マシン グループ] を選択します

c [メンバー]︰[追加] をクリックし、各クラスタ制御プレーン ノードの仮想マシンを選択します

注：   インターフェイスには、最大 15 台の仮想マシンがアルファベット順に表示されます。クラスタ制御

プレーン仮想マシンが表示されない場合は、フィルタ検索フィールドに適切な文字列を入力します。

注：   ワーカー ノードではなく、制御プレーン ノードを選択していることを確認します。制御プレーン ノ
ードの名前には「worker」は含まれません。

d [OK] をクリックして、クラスタ制御プレーン仮想マシンを tkgs-cluster1-cp-VmGroup に追加します。

次のステップ

TKG サービス クラスタ制御プレーン仮想マシンの仮想マシンとホスト間のルールの作成。

TKG サービス クラスタ制御プレーン仮想マシンの仮想マシンとホスト間のルー
ルの作成

TKG サービス クラスタ制御プレーン ノードの仮想マシンとホスト間のルールを作成するには、このタスクを完了し

ます。
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TKG サービス クラスタごとに、制御プレーン仮想マシン グループをサイト 1 またはサイト 2 のホスト グループに

バインドする仮想マシンとホスト間のルールを作成します。

注：   vSAN ストレッチ クラスタ トポロジでプロビジョニングする各 TKG サービス クラスタについて、この手順

を繰り返します。

前提条件

前提条件となる次のタスクを完了します。

n サイト 1 とサイト 2 のホスト グループの作成

n スーパーバイザー 制御プレーン仮想マシンの仮想マシン グループの作成

n スーパーバイザー 制御プレーン仮想マシンの仮想マシンとホスト間のルールの作成

n TKG サービス クラスタ制御プレーン仮想マシンの仮想マシンとホスト間のルールの作成

手順

1 vCenter Server で、スーパーバイザー が有効になっている vSphere クラスタ オブジェクトを選択します。

2 [構成] - [構成] - [仮想マシン/ホスト ルール] - [追加] の順に選択します。

3 クラスタ制御プレーン仮想マシンの仮想マシンとホスト間のルールを構成します。

a [名前]︰仮想マシン/ホスト ルールの名前を tkgs-cluster1-cp-rule のように入力します

b [ルールの有効化]︰はい（オン）

c [タイプ]︰メニューから [仮想マシンからホストへ] を選択します

d [仮想マシン グループ]︰クラスタ制御プレーン仮想マシン グループを選択し、[グループ内のホスト上で実

行します] を選択します。

e ホスト グループ︰site1-HostGroup など、いずれかのサイトのホスト グループを選択します

f [OK] をクリックします。

次のステップ

TKG サービス クラスタ ワーカー仮想マシンの仮想マシン グループの作成。

TKG サービス クラスタ ワーカー仮想マシンの仮想マシン グループの作成

TKG サービス クラスタ ワーカー ノード仮想マシンをホストするための 2 つの仮想マシン グループを作成するに

は、このタスクを完了します。

2 つの仮想マシン グループを作成します。1 つのグループに、vSAN ストレッチ クラスタ環境にデプロイされてい

るすべてのワーカー ノード仮想マシンの半分を追加します。もう 1 つのグループに、vSAN ストレッチ クラスタ環

境にデプロイされているすべてのワーカー ノード仮想マシンの残りの半分を追加します。ラウンドロビン方式で仮

想マシンを追加して、同じクラスタのすべてのワーカー ノードと同じノード プールのすべてのワーカー ノードが同

じ仮想マシン グループのメンバーにならないようにします。
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前提条件

前提条件となる次のタスクを完了します。

n サイト 1 とサイト 2 のホスト グループの作成

n スーパーバイザー 制御プレーン仮想マシンの仮想マシン グループの作成

n スーパーバイザー 制御プレーン仮想マシンの仮想マシンとホスト間のルールの作成

n TKG サービス クラスタ制御プレーン仮想マシンの仮想マシンとホスト間のルールの作成

n TKG サービス クラスタ制御プレーン仮想マシンの仮想マシンとホスト間のルールの作成

手順

1 vCenter Server で、スーパーバイザー が有効になっている vSphere クラスタ オブジェクトを選択します。

2 [構成] - [構成] - [仮想マシン/ホスト グループ] - [追加] の順に選択します。

3 クラスタ ワーカー ノード仮想マシンの最初の仮想マシン グループを構成します。

a [名前]︰仮想マシン グループの名前を tkgs-workers1-VmGroup のように入力します

b [タイプ]︰メニューから [仮想マシン グループ] を選択します

c [メンバー]︰[追加] をクリックし、TKG サービス クラスタ ワーカー ノードのすべての仮想マシンの半分

を選択します。

注：   インターフェイスには、最大 15 台の仮想マシンがアルファベット順に表示されます。ワーカー仮想

マシンが表示されない場合は、フィルタ検索フィールドに適切な文字列を入力します。

注：   必ず、制御プレーン ノードではなく、ワーカー ノードを選択してください。ワーカー ノードの名前

には「worker」が含まれています。

d [OK] をクリックして、グループに仮想マシンを追加します

4 TKG クラスタ制御プレーン仮想マシンの 2 番目の仮想マシン グループを構成します。

a [名前]︰仮想マシン グループの名前を tkgs-workers2-VmGroup のように入力します

b [タイプ]︰メニューから [仮想マシン グループ] を選択します

c [メンバー]︰[追加] をクリックし、TKG サービス クラスタ ワーカー ノードのすべての仮想マシンの残り

の半分を選択します

注：   インターフェイスには、最大 15 台の仮想マシンがアルファベット順に表示されます。ワーカー仮想

マシンが表示されない場合は、フィルタ検索フィールドに適切な文字列を入力します。

注：   必ず、制御プレーン ノードではなく、ワーカー ノードを選択してください。ワーカー ノードの名前

には「worker」が含まれています。

d [OK] をクリックして、グループに仮想マシンを追加します
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次のステップ

TKG サービス クラスタ ワーカー仮想マシンの仮想マシンとホスト間のルールの作成。

TKG サービス クラスタ ワーカー仮想マシンの仮想マシンとホスト間のルール
の作成

このタスクを完了して、TKG サービス クラスタ ワーカー ノードの仮想マシン グループごとに仮想マシンとホスト

間のルールを作成します。

1 つはワーカー仮想マシン グループ 1 をサイト 1 に割り当て、もう 1 つはワーカー仮想マシン グループ 2 をサイト 

2 に割り当てる、2 つの仮想マシンとホスト間のルールを作成します。

前提条件

前提条件となる次のタスクを完了します。

n サイト 1 とサイト 2 のホスト グループの作成

n スーパーバイザー 制御プレーン仮想マシンの仮想マシン グループの作成

n スーパーバイザー 制御プレーン仮想マシンの仮想マシンとホスト間のルールの作成

n TKG サービス クラスタ制御プレーン仮想マシンの仮想マシンとホスト間のルールの作成

n TKG サービス クラスタ制御プレーン仮想マシンの仮想マシンとホスト間のルールの作成

手順

1 vCenter Server で、スーパーバイザー が有効になっている vSphere クラスタ オブジェクトを選択します。

2 [構成] - [構成] - [仮想マシン/ホスト ルール] - [追加] の順に選択します。

3 ワーカー 1 仮想マシン グループの最初の仮想マシンとホスト間のルールを構成します。

a [名前]︰仮想マシンとホスト間のルールの名前を tkgs-workers1-site1-rule のように入力します

b [ルールの有効化]︰はい（オン）

c [タイプ]︰メニューから [仮想マシンからホストへ] を選択します

d [仮想マシン グループ]︰tkgs-workers1-VmGroup など、ワーカー 1 の仮想マシン グループを選択し、

[グループ内のホスト上で実行します] を選択します

e [ホスト グループ]︰サイト 1 のホスト グループ（site1-HostGroup など）を選択します。

f [OK] をクリックします。

4 ワーカー 1 仮想マシン グループの 2 つ目の仮想マシンとホスト間のルールを構成します。

a [名前]︰仮想マシンとホスト間のルールの名前を tkgs-workers1-site1-rule のように入力します

b [ルールの有効化]︰はい（オン）。

c [タイプ]：[仮想マシンからホストへ]

d [仮想マシン グループ]︰tkgs-workers2-VmGroup などのワーカー 2 仮想マシン グループを選択し、[グ

ループ内のホスト上で実行します] を選択します
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e [ホスト グループ]︰サイト 2 のホスト グループ（site2-HostGroup など）を選択します

f [OK] をクリックします。

アクティブ/アクティブ デプロイ モードでの vSphere IaaS control 
plane のネットワークの構成

このセクションでは、アクティブ/アクティブ モードの vSAN ストレッチ クラスタ トポロジでの vSphere IaaS 
control plane のネットワークとロード バランサのオプションについて説明します。

スーパーバイザー は、Distributed Switch ネットワーク スタックまたは NSX を使用して、スーパーバイザー 制
御プレーンの仮想マシン、サービス、およびワークロードへの接続を提供できます。

Distributed Switch によってバッキングされる スーパーバイザー は、NSX Advanced Load Balancer または 

HAProxy を使用できます。

NSX を使用して構成される スーパーバイザー では、NSX Advanced Load Balancer または NSX Edge ロー

ド バランサを使用できます。

『vSAN Stretched Cluster Guide』のネットワーク要件、帯域幅と待機時間の要件、ネットワーク設計の考慮事

項、およびデータ サイトから監視へのネットワーク構成に関するセクションに記載されているネットワーク設計の考

慮事項に従うことをお勧めします。

デプロイで使用するロード バランサを決定する前に、各ロード バランサのコンポーネントの動作、メリット、デメ

リットを確認します。

vSphere ネットワークを使用する スーパーバイザー は、1 つの HAProxy のみをデプロイでき、HAProxy は HA 
モードではサポートされないため、vSAN ストレッチ クラスタ トポロジのロード バランサとしては推奨されませ

ん。

インストール手順については、『vSphere IaaS 制御プレーンのインストールと構成』を参照してください。

NSX Edge ロード バランサの詳細については、NSX ドキュメントおよび『NSX Reference Design Guide』を

参照してください。

vSAN ストレッチ クラスタ トポロジの NSX Advanced Load Balancer とサービス エンジンの詳細について

は、NSX ロード バランサのドキュメントおよび https://avinetworks.com/docs/latest/avi-reference-
architecture-for-vcf/avi-reference-architecture-for-vcf-3.9.1/deployment/stretched-cluster-
service-engine/ を参照してください。

アクティブ/アクティブ デプロイの NSX Edge の構成

アクティブ/アクティブ モードの vSAN ストレッチ クラスタで、NSX Edge を構成して使用できます。

vSAN ストレッチ クラスタで NSX ネットワークを使用する場合は、次の考慮事項、利点、および制限事項に注意

してください。2 つのトポロジ オプションを使用して、NSX Edge ノード仮想マシンをデプロイできます。

統合 NSX Edge ノードと vSAN ストレッチ クラスタ トポロジ
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統合トポロジでは、NSX Edge 仮想マシンがスーパーバイザーおよびワークロードと同じコンピューティング 

クラスタに配置されます。このトポロジは、必要なホストが共有トポロジよりも少ないため、コスト効率が高く

なります。このトポロジのデメリットは実装の複雑さであり、拡張された物理ネットワークでサードパーティ製 

VXLAN が使用されている場合、オーバーレイ パフォーマンスに影響します。また、単一点障害も発生します。

共有 NSX Edge トポロジ

このトポロジでは、すべての スーパーバイザー のすべてのワークロードが、個別のコンピューティング クラス

タ内の単一の共有 NSX Edge 仮想マシンを使用します。このトポロジには、専用ホストがあるため、物理 NIC 
の可用性が確保されます。 より多くのホストが必要であるため、統合トポロジに比べてコストが高くなります。

このトポロジのデメリットは、アンダーレイをすべてのトップオブラック (TOR) スイッチに拡張する必要があ

ることです。

統合 NSX Edge ノードと vSAN ストレッチ クラスタ トポロジの要件

統合トポロジを使用するには、次の要件を満たしていることを確認します。

n ホストのコンピューティング リソースが NSX Edge ノードで使用可能であることを確認します。

n 2 つのサイトの複数の TOR スイッチ間で BGP を有効にします。

n NSX Edge（Edge TEP、アップリンク TEP、Edge 管理）に必要なすべての関連する NSX 分散仮想ポート 

グループ (NSX DVPG) が、サードパーティの VXLAN を使用してアンダーレイ物理ネットワークに拡張され

ていることを確認します。

n ホスト/NSX Edge 仮想マシン グループとアフィニティ ルールを作成して、NSX Edge ノードをサイト 1 ま
たはサイト 2 に固定し、2 つのサイト間で NSX Edge ノード仮想マシンが移行されないようにします。

共有 NSX Edge トポロジの要件

共有トポロジが優先トポロジです。各サイトで Edge クラスタを構成します。共有トポロジを使用するには、次の要

件が満たされていることを確認します。

n 2 つのサイトの複数の TOR スイッチ間で BGP を有効にします。

n ホスト/NSX Edge 仮想マシン グループとアフィニティ ルールを作成して、NSX Edge ノードをサイト 1 ま
たはサイト 2 に固定し、2 つのサイト間で NSX Edge ノード仮想マシンが移行されないようにします。

アクティブ/アクティブ デプロイでの NSX コンポーネントの配置

NSX Manager 台の仮想マシン

NSX Manager 仮想マシンは通常、スーパーバイザー またはワークロード クラスタの外部にある別の管理クラ

スタにデプロイされます。

NSX Manager 仮想マシンを、vSAN ストレッチ クラスタ トポロジを持つ別の管理クラスタにデプロイしま

す。NSX Manager 仮想マシンを、そのクラスタのサイト 1 とサイト 2 に均等にデプロイします。

NSX Edge 台の仮想マシン

共有トポロジと統合トポロジの両方で、NSX Edge 仮想マシン グループを作成し、サイト 1 とサイト 2 全体に 

Edge 仮想マシンを均等にデプロイします。
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アクティブ/アクティブ デプロイ内の NSX コンポーネントのホスト アフィニティ ルール

NSX Manager 台の仮想マシン

次の手順を実行してください。

1 NSX Manager 仮想マシンをサイト 1 に固定するための仮想マシン グループと、仮想マシンをサイト 2 に
固定するための別の仮想マシン グループを作成します。たとえば、NsxMgrVmGroup-A および 

NsxMgrVmGroup-B とします。

2 サイト 1 のすべての ESXi ホストを持つ DRS ホスト グループと、サイト 2 の ESXI ホストを持つ別の 

DRS ホスト グループを作成します。たとえば、HostGroup-A と HostGroup-B とします。

3 NsxMgrVmGroup-A および HostGroup-A の should 仮想マシン/ホストのアフィニティ ルールを作

成します。

4 NsxMgrVmGroup-B および HostGroup-B の should 仮想マシン/ホストのアフィニティ ルールを作

成します。

NSX Edge 台の仮想マシン

次の手順を実行してください。

1 NSX Edge 仮想マシンの半分の数の仮想マシン グループを作成します。たとえば、

NsxEdgeVmGroup-A とします。

2 残りの NSX Edge 仮想マシンの仮想マシン グループを作成します。たとえば、NsxEdgeVmGroup-B と

します。

3 NsxEdgeVmGroup-A および HostGroup-A の should 仮想マシン/ホストのアフィニティ ルールを作

成します。

4 NsxEdgeVmGroup-B および HostGroup-B の should 仮想マシン/ホストのアフィニティ ルールを作

成します。

アクティブ/アクティブ デプロイの NSX Advanced Load Balancer の構成

アクティブ/アクティブ モードの vSAN ストレッチ クラスタで、NSX Advanced Load Balancer を構成して使

用できます。

NSX Advanced Load Balancer コンポーネント

NSX Advanced Load Balancer には、次のコンポーネントが含まれています。

n NSX Advanced Load Balancer Controller。このコントローラは、NSX Advanced Load Balancer サ
ービス エンジンのライフサイクルと構成を統合管理します。これは通常、スーパーバイザー の外部にデプロイ

されます。

n Avi Kubernetes オペレータ (AKO)。AKO は Kubernetes リソースを監視し、コントローラと通信して、

タイプ LoadBalancer の対応するサービスを要求します。
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n NSX Advanced Load Balancer サービス エンジン。サービス エンジンは、スーパーバイザー および スー

パーバイザー ワークロードによって要求されるロード バランサ サービスの仮想サービスを実装するデータ プ
レーン仮想マシンです。これらは通常、スーパーバイザー の外部にデプロイされ、ワークロードが存在する 

vSphere 名前空間ネットワーク分散仮想ポート グループにルーティング可能である必要があります。単一レ

プリカのデプロイのみをサポートします。

NSX Advanced Load Balancer のインストールと構成の手順については、「vSphere IaaS 制御プレーンのイン

ストールと構成」を参照してください。

NSX Advanced Load Balancer の使用を計画する場合は、次の考慮事項と制限事項に注意してください。

サービス エンジン グループの作成

サービス エンジンは、サービス エンジン グループ内に作成されます。各グループは、サービスのサイズ設定、

配置、および高可用性を有効にする方法の定義を含む隔離ドメインとして機能します。vSphere IaaS control 
plane は、[Default-Group] をテンプレートとして使用し、スーパーバイザー ごとにサービス エンジン グル

ープを構成します。現在、AKO は スーパーバイザー と統合されており、タイプ LoadBalancer の新しいサー

ビスをサービス エンジンに調整する必要がある場合に、NSX Advanced Load Balancer Controller は 

[Default-Group] からサービス エンジンを自動的にデプロイするようになっています。

HA モードでの NSX Advanced Load Balancer Controller のデプロイ

コントローラは単一の管理および制御ポイントであるため、3 ノード クラスタにデプロイすることをお勧めしま

す。コントローラ レベルの HA では、クォーラムが稼動している必要があります。コントローラ ノードの 1 つ
に障害が発生した場合、残りの 2 つのノードは引き続きアクティブになりますが、2 つのノードに障害が発生す

ると、クラスタ全体で障害が発生します。vSAN ストレッチ クラスタの 2 つのサイトに 3 つのコントローラ 

ノードを分散しても、可用性上の利点はありません。次の状況では、サイトで許容される範囲は変わりません。

n サイト 1 に 2 つのノードがあり、サイト 2 には 1 つのノードがあり、サイト 1 で障害が発生し、クラスタ

全体で障害が発生します。サイト 2 で障害が発生した場合、サイト障害の許容確率は 50% です。

n 3 つのノードすべてが同じサイトの場所にあります。ノードのないサイトで障害が発生した場合、サイト障

害の許容確立は 50% です。

3 つのコントローラ ノードをすべて同じサイトに配置すると、3 台のコントローラが常に相互に情報を交換し、

往復時間を 20 ミリ秒未満にする必要があるため、遅延に役立ちます。

アクティブ/アクティブ デプロイでの NSX Advanced Load Balancer コンポーネントの配

置

NSX Advanced Load Balancer Controller

vSAN ストレッチ クラスタの同じサイトに、3 つの NSX Advanced Load Balancer コントローラのセット

を HA クラスタとしてデプロイします。

通常、NSX Advanced Load Balancer コントローラは スーパーバイザー またはワークロード クラスタの外

部にデプロイされ、ワークロードにのみ使用されている場合は、vSAN ストレッチ クラスタにデプロイされな

いことがあります。ただし、拡張された vSAN トポロジに NSX Advanced Load Balancer をデプロイでき

ます。
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[Default-Group] の制限により、複数の スーパーバイザー が同じ NSX Advanced Load Balancer 
Controller を共有している場合、コントローラは同じ [Default-Group] サービス エンジン グループからサー

ビスを調整します。つまり、サービス エンジンは スーパーバイザー 全体で共有されます。スーパーバイザー 間
でサービス エンジンが共有されないようにするには、各 スーパーバイザー に個別の NSX Advanced Load 
Balancer Controller をデプロイする必要がある場合があります。この場合、NSX Advanced Load 
Balancer Controller は、スーパーバイザー が実行されているのと同じ vSAN ストレッチ クラスタ内のワー

クロードと一緒に実行される可能性があります。

NSX Advanced Load Balancer サービス エンジン

[Default-Group] のサービス エンジンは、ワークロード クラスタ上またはその外部で実行できます。どちらの

シナリオでも、vSAN ストレッチ クラスタのサイト 1 とサイト 2 にサービス エンジンを均等にデプロイしま

す。

アクティブ/アクティブ デプロイの NSX Advanced Load Balancer コンポーネントのホス

ト アフィニティ ルール

NSX Advanced Load Balancer Controller

次の手順を実行してください。

1 3 つのコントローラを持つ仮想マシン グループを作成します。たとえば、AviControllerVmGroup と

します。

2 サイト 1 のすべての ESXi ホストを含むホスト グループを作成します。たとえば、HostGroup-A としま

す。

3 AviControllerVmGroup と HostGroup-A 間に should 仮想マシン/ホストのアフィニティ ルール

を作成します。

4 各サイトに少なくとも 3 台の ESXi ホストがある場合は、3 台のコントローラ仮想マシン間に仮想マシン間

の非アフィニティ ルールを作成します。詳細については、VCF のドキュメントを参照してください。

注：   各サイトにホストが 3 台未満の場合に非アフィニティ ルールを作成すると、1 つ以上のコントローラ

のパワーオンを妨げる可能性があります。

NSX Advanced Load Balancer サービス エンジン

次の手順を実行してください。

1 [Default-Group] のサービス エンジン仮想マシンの半分の数の仮想マシン グループを作成します。たと

えば、AviSEVmGroup-A とします。

2 [Default-Group] の残りのサービス エンジン仮想マシンの仮想マシン グループを作成します。たとえば、

AviSEVmGroup-B とします。

3 [配置]のセクションの説明に従って、これらのグループにサービス エンジンをデプロイします。

4 AviSEVmGroup-A および HostGroup-A の should 仮想マシン/ホストのアフィニティ ルールを作成

します。
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5 AviSEVmGroup-B および HostGroup-B の should 仮想マシン/ホストのアフィニティ ルールを作成

します。

6 非アフィニティ ルールを作成して、サービス エンジンを異なるホストに配置します。

注：   作成する必要があるサービス エンジンの数が ESXi ホストの数を超えている場合、非アフィニティ ル
ールによって仮想マシンの配置、vMotion、再起動が許可されないことがあります。

vSAN ストレッチ クラスタでの vSphere IaaS control plane 用 

vSAN ファイル サービスの構成

TKG クラスタに動的 ReadWriteMany (RWX) ボリュームを作成するには、vSAN 環境で vSAN ファイル サー

ビスを使用します。vSAN ファイル サービスを構成する場合は、vSAN ストレッチ クラスタに適用される適切なア

フィニティ サイト オプションを使用します。

vSAN ファイル サービスの有効化と構成、および スーパーバイザー でのファイル ボリューム サポートの有効化に

関する一般的な情報については、『vSphere IaaS control plane での ReadWriteMany パーシステント ボリュ

ームの作成』を参照してください。

アフィニティ サイト オプション

vSAN ファイル サービスのファイル サービス ドメインを構成する場合は、ストレッチ クラスタの vSAN ファイル 

サービスで使用できる [アフィニティ サイト] オプションを設定してください。デフォルト値 [いずれか] のままに

します。これは、ファイル サーバにサイト アフィニティ ルールが適用されていないことを示しています。
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